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8 第13次『歯科衛生士』
読者サポーター募集中!

30 特集1

側方圧確認シートSRPの手順

Step6 ストローク
ブレード先端を接触させたままストロークする

　ようやくストロークの開始です。ストローク
時はとくにブレード先端を根面から絶対に離
さず、ストロークの始点・終点を意識しましょ
う。
　ストローク法はさまざまありますが、もっ
とも大切なことは根面と第一シャンクがパラ
レル（平行）であることです。この基本が守ら
れていれば、自分のやりやすいポジションと
レストでもいいのです。

Step4 セットポジション
ストローク方向・側方圧を決定する

　根面と第一シャンクがパラレル（平行）で
あるときのスケーラーの角度を確認します。
セットポジションは、該当する歯根面の角度
で決まりますので、術者のポジションやレス
トには影響されません。沈着物の状態に合
わせて把持法を変えます。

Step5 グリップ&レスト
側方圧に合わせて把持し、レストを確保する

　セットポジションでスケーラーの角度が決
まったら、安定したレストを探しましょう。側
方圧＝レストの強さですから、とくにSRPの
時はレストの位置にこだわりましょう。レスト
の位置により術者のポジションが変わります。
　出したい側方圧を出して安全に確実にス
トロークするために、隣在歯、対合歯、顎外
固定のどの位置でレストを確保するのかを
考えましょう。

監修：落合真理子（K’s シャープニング・歯科衛生士）
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SRPの    Step

側方圧の強さ

Step3 パラレル
根面と第一シャンクを平行に位置づける

　歯石底部にカッティングエッジを食い込
ませてから、根面と第一シャンクをパラレル
（平行）にします。この時もブレード先端を
根面から離さないようにしましょう。

Step1 挿入
第一シャンクを傾けてブレード先端から挿入する

　ブレードのかかと部分で歯肉辺縁を傷つけ
てしまうことがあります。ブレードの内面を歯
面に添わせて先端からゆっくりと挿入すると安
全です。ポケット挿入時から、つねにブレード
先端を根面に接触させておくことが重要です。

Step2 キャッチ
沈着物底部をエッジでキャッチする

　事前の根面探知で歯肉縁下歯石の幅・深
さ・厚さを把握し、歯石底部のもっとも厚さ
がある部分へブレード先端のカッティング
エッジを食い込ませていきます。

最弱
滑らせる最終仕上げ
●薄いプラーク
●砂状の歯石
●ステイン

1 弱
基本の半分
●薄い歯石
●硬いプラーク

2 基本
自分の基本の側方圧
●歯肉縁上縁下歯石

3 強
基本の30%UP
●やや硬めの歯肉縁下
　歯石
●ルートプレーニング

4 最強
自分の最強圧
●硬い歯肉縁下歯石
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From 『こんなにある !
SRPのバリエーション』（P.30）

今月号のとじこみ付録
SRPの
手順・側方圧確認シート
［監修］
落合真理子

ポジション・レスト・ストローク

こんなにある!
SRPのバリエーション
落合真理子

本年1月に発刊された別冊歯科衛生士『無理せず結果につなげるSRP』で
は、自分のやりやすいSRPの方法を探すための考え方が紹介されました。
ただ、いざストロークしようとしても、どのように動かせばよいのか、そもそもど
こにレストを取ったらよいのかイメージができないという人もいるようです。
そこで本特集では、SRPのストロークのバリエーションについて、自分が望む
側方圧を実現するためのポジション・レストとともにご紹介いただきます。

32 Part1 
SRPをベストな方法で行うために

35 Part2 
ベストな方法を選ぼう  SRPのバリエーション

付録連動
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51 特集2

須崎 明、坂井紀子、坪井奈津美、吉田真梨

小誌8月号掲載の前編では歯科医院でできる医療ホワイトニング
と、患者さんの口腔内を長期的にメインテナンスしていくうえで、
ホワイトニングをどのように活用していくかについて解説しました。
後編となる今回では、歯を白くするだけではないホワイトニングの
効果（ホワイトニングプリベンション）について詳しく解説します。

歯を白くするだけではない!

ホワイトニングを取り入れた
メインテナンス
［後編］ う蝕・歯周病予防を考慮した管理

［アートディレクション］
鮎川 廉

［本文イラスト］
河原奈苗、岸 潤一、キムラみのる、さかちさと、
すぎやまえみこ、寺田久美、フジノマ

［編集長］
長谷川 恵

［編集］
武部知佳子、佐々木ほのみ

［ロゴデザイン］
俵社［表紙イラスト］ 芦野公平

復職したい・自信をもって働きたいあなたの味方

広がっています!  リカレント教育

68 TOPIC

稲垣幸司、高阪利美、八柳春菜、金岡亜里、山本一世、髙田橋美幸、頭山高子、
品田佳世子、大谷明子、岡田昌子、竹本俊伸、内藤真理子、倉脇由布子、押村憲昭

育児や介護などのライフイベントのために一度は離職したものの、歯科衛生士とし
て復職したいという方は多くいます。また、新人歯科衛生士においては、卒業後入
職してから日々の業務に追われながらも、自身の知識や技術を高め、自信をもちた
いという方もいるのではないでしょうか。
そんな歯科衛生士の皆さんを支援するために、近年、全国のさまざまな現場でリカ
レント教育が行われています。本特集では、歯科衛生士の復職やスキルアップを
目的とした厚生労働省補助事業のリカレント教育についての意義と
全国に4ヵ所設置されている各教育施設の特色、一般歯科での
復職支援の取り組みを紹介していただきます。
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77 演出のプロ直伝! “もっと伝わる”パワポテク
3  最強のつかみワザ、な～んだ?
北折 一

83 症例をシェアして、ステップアップ! DH誌上 Case Presentation
58 患者さんの言葉から気持ちをくみ取り、
　長期治療においてモチベーションを維持できた症例

大和咲紀　Comment：平井基之

REGULAR

98 Report
アメリカ・ミシガン大学での研修に参加
澤田優紀

100 News
 第39回地域歯科保健研究会（夏ゼミ2023）
 日本臨床歯周病学会関東支部第94回教育研修会・

　第40回歯科衛生士セミナー合同研修会

101 Book
歯科衛生士のためのカリオロジーダイジェスト
石原美樹

102 歯科衛生士向け研修会・学会情報

104 新製品情報

NEWS&TOPICS

11 CHEERS!
10 なんともない
井上 和

25 チェアサイドQ&A
［高齢者歯科に関する疑問］ 
日本老年歯科医学会［企画協力］
20 介護が必要なインプラント患者さん
　 について教えてください。

黒嶋伸一郎

［食と栄養に関する疑問］ 
長崎リハビリテーション病院栄養管理室［編］
10  食形態が下がると

エネルギー量が減少する?
髙木愛斗、西岡心大

29 Spark Joy! DH
34 本誌読者サポーター
小田亜里奈

92 歯科を取りまく「いま」をウォッチ! 
＃社会が見えるキーワード
19 カスタマーハラスメント

度を越して追い込んでくる相手には
毅然とした対応をすることも必要です
関根眞一

94 私たち“歯科界のサポーター”です!
DH応援リレーエッセイ
3 歯科医院の整理収納アドバイザー
中島亜季　［コーディネーター］西川弘一

97 チャレンジThe★国試
19［臨床歯科医学］ 
　  高齢者の理解と歯科治療

堀部晴美

43 ［特集1］ 掘り下げBOOK GUIDE

65 ［特集2］ 掘り下げBOOK GUIDE

90 投稿規定

106 バックナンバー
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